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年
六
月
二
日
ご
僚
の
御
所
に
て
赤
座
と
鑓
合
の
時
は
、
廿
七
・
八
議

の
時
た
り
。
加
州
鳥
越
の
鑓
合
は
天
正
十
二
年
な
り
。
江
州
刀
根
山

合
肢
の
時
分
は
ニ
拾
裁
許
の
時
な
り
。
越
前
富
岡
飢
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時
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は
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拾

一
・
凶
歳
の
時
た
り
O

H
誌
に
て
若
批
老
の
考
有
る
べ
し
。
小
松
越
井

純
手
の
時
分
は
.
身
上
も
大
方
陀
成

b
.議
も
四
拾
五
・
六
、
大
坂
の

時
分
は
六
↓
裁
許
の
剛
山
り
な
り
と

い
へ
り
。
室
直
前
の
鳩
山
前
文
集

民
、
山
崎
氏
切
銃
刀
犯
を
服
せ
た
り
。
共
の
紀
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兵
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鈍
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今
此
刀
也
非
v
不
v

す
。
殴
ら
し
き
貌
民
間
時
成
よ
し
被
昌巾
上
一
一
段
見
事
止
り
と
.
潟
傘

誠
人
知
る
と
あ
り
。
叉
出
長
七
年
太
聞
但
馬
町
寸
を
殺
容
の
時
も
.
閑

臨酬
と
横
山
大
勝
と
に
命
ぜ
ら
れ
し
か
ど
‘
関
燃
は
迎
会
し
‘
大
胞
の

み
に
て
仕
留
め
た
り
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
一冗和
七
年
陀
六
十
七
歳

K
て
死
去
な
れ
ば
、
閉
院
長
七
年
五
月
太
田
但
馬
守
を
被
=仰
付
-
時
は

閑
新
聞
十
八
歳
の
時
な
り
。
横
山
長
知
と
雨
入
へ
命
ぜ
ら
れ
し
も
、

雨
入
共
に
武
男
抜
群
な
る
放
な
る
べ
し
。
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宗
務
係
筏
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防
絡
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石
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町
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‘
荒
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屋
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務
と
て
停
に
世
帯

を
譲
り
て‘

有
徳
た
る
夫
婦
あ
り
。
嫡
女
は
馬
坂
下
米
屋
五
兵
街
と

て
、
初
め
は
勝
手
似
合
ひ
成
り
し
が
、
子
共
多
く
出
生
し
.
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年
不
仕

合
せ
打
絞
き
貧
し
〈
成
り
し
穏
に
、

山京
詩
方
へ
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年
無
心
主
一
E
ひ
て

も
.
返
怖
の
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な
し
。
延
質
七
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の
頃
か
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と
し
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術
の

婆
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児
を
負
ひ
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よ
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楽
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ひ
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答
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刀
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按
・
ヂ
る
に
越
前
関
長
泉
苛
民
て
の
合
戦
は
.
閑
紛
い
ま
だ
批
哉
の
時

に
て
.
朝
合
氏
に
仕
へ
し
頃
の
事
な
り
と
い
へ
り
。
関
屋
政
春
古
兵

談
に
.
山
崎
閑
嫡
六
寸
二
三
の
時
分
、
内
室
の
親
類
と
て
廿
一一一二

歳
の
男
を
扶
持
し
て
世
き
け
る
が
、
不
服
の
都
在
っ
て
勘
賞
し
た

り
。
或
夜
客
有
っ
て
夜
史
的
る
時
.
闘
機
手
燭
を
持
ち
式
盗
ま
で
迭

る
。
共
の
道

K
小
姓
部
屋
わ
り
。
彼
の
勘
訟
の
閉
出
来
居
り
、
ひ
ら
り

と
部
屋
へ
隠
れ
た
る
勝
也
。
関
知
客
を
迭
り
拙
附
し
て
腕
り
に
‘
小
姓

部
屋
を
見
る
底
K
.
彼
の
男
刀
を
抜
き
関
脇
酬
の
居
間
を

一
刀
切
る
。

閑
街

一
尺
五
・
六
寸
の
脇
義
を
抜
合
せ
、乎
燭
主
左
の
手
に
持
ち
前
後

扮
て
宇
、
切
伏
せ
た
り
。
川
柳
士
数
度
の
鎚
前
名
よ
り
は
手
柄
と
云
ム
。

手
は
最
初
の
一
ク
所
殊
に
浅
手
た
り
。
三
十
日
の
内
陀
本
復
す
。
申
。

納
言
公
よ
り
度
々
御
見
廻
の
御
使
者
あ
り
。
本
復
の
後
御
般
に
血
友
披

穏
に
い
へ
ば
、
大
践
を
出
し
て
、
文
し
て
も
/
¥
今
年
は
/
¥
と
云

ひ
を
る
も
.
は
や
モ
の
や
う
陀
は
な
ら
ぬ
と
い
ム

E
.
母
ゃ
う
f
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手
を
す
り
、
夜
五
つ
時
銀
子
二
百
目
取
出
し
、
拘
怖
に
成
り
た
ら
ば
、

追
付
返
済
致
し
候
へ
と
‘
あ
ら
き
一言
葉
も
貌
の
慈
悲
‘
銀
子
二
百
回

か
し
て
.
餅
な
ど
と
ら
せ
て
返
し
け
る
が
.
夜
中
と
云
ひ
.
写
の
ふ

ピ
き
に
背
中
の
孫
も
い
と
ほ
し
く
‘
母
は
ゆ
か
た
を
顕
よ
り
懸
け
て

ぞ
遣
し
け
る
。
掠
宗
静
夫
婦
は
一
向
宗
に
て
、
摘
出
那
寺
仰
商
品
寸
へ
元

旦
夜
の
内
よ
り
舎
新
す
る
。
道
の
ほ
と
り

K
.
衣
類
の
ゃ
う
の
物
釘

陀
型
も
れ
居
け
る
。
不
思
議
に
訟
も
ひ
、
取
上
げ
見
れ
ば
、
夜
前
娘

K
着
せ
て
服
し
た
る
ゆ
か
た
左
り
。
共
の
下
に
銀
子
二
百
回
も
さ
い

ふ
に
入
れ
な
が
ら
あ
り
。
宗
務
夫
妨
は
大
宮
に
肝
を
け
し
、
扱
も
是

非
た
き
生
れ
性
哉
、
金
銀
民
う
と
ま
れ
た
る
者
共
か
な
と
、
年
の
始

め
陀
涙
を
流
し
取
飾
り
け
る
が
、
宗
蒋
つ
〈
ん
¥
岡
山
ふ
や
ラ
‘
我
数

年
娘
民
金
銀
待
を
貸
し
つ
る
に
返
品
川
す
る
都
た
き
を
・
却
も
に
く
き

や
つ
ら
哉
.
我
等
方
よ
り
貸
し
た
る
金
銀
も
後
程
つ
も
る
と
息
ム
心

許
た
る
ゆ
主
、
五
兵
衛
夫
婦
が
身
忙
は
付
か
宇
、
皆
我
方
へ
飾
る
な

る
べ
し
。
と
ら
せ
ば
や
と
忠
ひ
、
娘
を
呼
ぴ
に
治
し
け
る
。
娘
は
怒

年
の
如
く
友
る
あ
さ
ま
し
き
袋
束
に
て
‘
し
ほ
/
¥
と
し
て
居
け
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